
水産物流通拠点漁港における BCP 

 

１．目標復旧時期の設定 

 多くの水産物は、それぞれ漁期があり、その限られた時期を中心として陸揚げされる。このた

め機能の復旧にあたっては、対象とする魚種・漁期を設定し、この時期を目標として復旧の工程

を作成する。 

 

２．事業継続のための代替策 

 事業継続に施設が災害により被害を受けているか診断し、被災して利用できなくなってしまっ

た場合は代替を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガレキの撤去 (1) 泊地・航路 

(2) 岸 壁 

(3) 荷捌き所・市場 

(4) 製氷・貯氷施設 

(5) 清浄海水供給施設 

(6) 冷凍・冷蔵施設 

(7) 用 地 

(8) 道 路 

(9) 事務所 

岸壁の復旧 

（短時間） 

（長時間） 健全な岸壁の確保と仮設 

荷捌き所・市場への道路復旧 

建 屋 

照 明 

床 

仮設施設のリース（テント式・プレハブ式） 

外部電源の確保（自家発電機のリース） 

地盤の嵩上げ・不陸整正 

外部電源の確保（自家発電機のリース） 

冷凍・冷蔵コンテナのリース 他地区からの氷の確保

外部電源の確保（自家発電機のリース） 

清浄海水供給施設のリース 

外部電源の確保（自家発電機のリース） 

冷凍・冷蔵コンテナのリース 

嵩上げ、不陸整正 

嵩上げ、不陸整正 

仮設荷捌き所・市場 

仮設荷捌き所・市場から幹線道路 

仮設施設のリース（プレハブ式） 

外部電源の確保（自家発電機のリース） 

電源の回復が見込めない 

電源の回復が見込めない 

電源の回復が見込めない 

電源の回復が見込めない 

上水の確保 

仮設トイレ 

その他 ○情報連絡の拠点となる場所 

 ○臨時従業員 ○資 金  ○通信手段 

 ○情報類（バックアップの方針） 

 

水 産 物 の 陸 揚 げ か ら 出 荷 ま で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清浄海水 氷 

陸揚げ 

陳列・セリ 積込み・出荷 

清浄海水取水施設 製氷・貯氷施設 

荷捌き 

清浄海水 氷 

施設の倒壊 

供給停止 荷捌き所の倒壊 

岸壁の転倒 床面の不陸 

容器の流出 

清浄海水 氷 

冷凍冷蔵コンテナのリース 

貯氷施設として活用 海水浄化施設のリース 

供給開始 

製氷施設からの搬送 

テント式仮設荷捌き所 

岸壁の応急復旧 

床面不陸整正 

地盤の沈下 

地盤の嵩上げ 

震災後 

応急復旧 

電源の復旧 

（自家発電設備のリース） 
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